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O
私
の
家
族

。

今
年
の
六
月
に
生
ま
れ
た
長

••• • •• • • • 
な

が

お

か

し

長

岡

市

松
波
純
さ
ん
(
平
塚
)

λ
w

羽山此
・金山

総合公園で彫刻展
湘南ひらつか野外彫刻展に、芸術との

新しい出会いを求める市民や家族連れで

にぎわっている。 11月23日まで附他。

-
合
唱
の
団
員
を
募
集

女
声
合
唱
団
ラ

・
カ
ン
パ
ネ

ラ
で
は
、
ア
ル
ト
の
団
員
(
年

齢
別
歳
ま
で
)
を
募
集
し
て
い

る。
練
習
は
毎
週
月
昭
目
、
午
前

9
時
日
分
か
ら
ロ
時
日
分
ま
で

稲
元
屋
楽
器
庖
で
。
会
費
は
月

五
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ラ
・
カ
ン

パ
ネ
ラ
事
務
局
(
電
話
回
|
三

九
二
三
)

へ。

-
七
夕
太
鼓
の
保
存
会

相
州
平
塚
七
夕
太
鼓
保
存
会

で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

⑧
⑧
⑥
心
ハ
ま

O
譲
り
ま
す

①
有
料

ロ
1
日
歳

女
児
子
供
服
、
絵
本
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ

ク
、
列
児
ス
キ
1
ウ
ェ
ア

・
ス
キ
ー

靴
・
ス
キ
l
板
、
机
、
向
転
座
い

す
、
食
器
棚
、
ソ
フ
ァ
ー
3
点
セ
ッ

ト
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
、
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
キ
サ
ー
、
B
S

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ

ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
ギ
タ
l
、
エ
レ
ク

ト
1
ン
、
女
子
用
自
転
務
(
初

勺
)
、
室
内
用
車
い
す
、
レ
l
シ
ン

夏
の
夜
空
を
彩
る
信
濃
川
の
花
火
大
会
・
=
一
尺
玉
の
競
演

女
の
彩
(
あ
や
)
を
加
え
た
五

O
私
の
ふ
る
さ
と

人
家
族
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ

と
パ
パ
は
仕
事
の
た
め
、
昼
間
て
、
市
の
中
心
を
日
本

一
の
大

の
先
生
は
、
も
っ
ぱ
ら
お
ば
あ
河

・
信
濃
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流

ち
ゃ
ん
。

れ
て
い
る
ま
ち
が
、
私
の
ふ
る

い
る。練

習
は
週
1
回
、
土
曜
日
の

午
後
6
時
か
ら
9
時
ま
で
旭
雨

公
民
館
で
。
会
費
は
年

一
千

円
。
将
来
に
わ
た
っ
て
活
動
し

て
く
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
は
、
相
州
平
塚

七
夕
太
鼓
保
存
会
事
務
局
(
屯

話
加
|
五
五
一
二
)

へ
。

-
P
T
A
文
化
講
演
会

マ
日
時
日
月
別
日
(
土
)
午

後
1
時

3
3時
叩
分
、
入
場
自

由マ
会
場

、、l
F
ノす

大
原
高
校
体
育
館

ク
カ
l
、
健
康
布
団
、
画
集
セ
ッ
ト

②
無
料

ベ
ビ
I
布
団
、
中
学
生
男

子
学
生
服
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
、
自
転

車
(
U

H
y
)

、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
1
、

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー、

。
頼
っ
て
く
だ
さ
い
ベ
ビ
l
キ
ャ

リ
ー
、

子
供
服

(
女
児

ω
1即
日

ン

M

川
)
、
ベ
ビ
l
衣
類
、
ベ
ビ
ー
だ
ん

す
、
お
ま
る
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
ベ
ビ
1
パ
ス
、
七
五
三
荷
物

(女
児
7
歳
)
、
ア
ル
ミ
製
は
し

(ス
リ
ッ
パ
の
ご
用
意
を
)

マ
講
師

ロ
ミ
山
田
さ
ん

マ
出
題

「愛

で

あ

い

・
ふ

れ
あ
い

・
育
て
あ
い
」

マ
問
い
合
わ
せ
先
大
原
高
校

(
危
話
加
|
O三
七
O
)

-ハlプ
リ
サ
イ
タ
ル

マ
日
時

ロ
月
M
日

(
火
)
午

後
7
時
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
出

演

ハ

l
プ
奏
者
吉
野

直
子

マ
曲
目

J-
s
・
バ
ッ
ハ
作

曲

「パ
ル
テ
ィ

l
タ
第
1
番
変

ロ
長
調
」
、
へ
ン
デ
ル
作
曲

「主
題
と
変
奏
」

マ
入
場
料
大
人
四
千
円
、
高

校
生
以
下
二
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

湘
南
音
楽

協
会

(
電
話
幻

l
二
四
八
六
)

.
公
開
セ
ミ
ナ
ー
開
く

マ
日
時

日

月
剖
日
(
水
)
午

後
5
時

1
6時
品
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

内
松
前
記
念
館

マ
諦
師
弁
護
士
五
十
嵐
ニ

葉
氏

マ
テ
l
マ
報
道
が
危
な
い

，
 

•• 
3
其
突
を
知
る
権
利
と
人
権
の

た
め
に

5

ご
、
強
理
だ
ん
す
、
机
、

レ
ザ
1
ソ

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

フ
ァ
1
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
室
内
用
蛍
り
楳
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
一
二
)

光
灯
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
屯
気
釜
、

へ

。

也
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
湯
沸
然
、
ホ
1
-

ム
ベ
ー
カ
リ
ー
、
も
ち
つ
き
機
、
百

一

科
辞
典
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
剣
道

一

n
H

一
式
、
三
味
線
、
三
輪
車
、
茶
道

一

セ
ッ
ト
、
子
供
用
英
会
話
ビ
デ
オ、

子
供
用
ぶ
ら
ん
こ
、
テ
ー
ブ
ル
、
医

療
用
ベ
ッ
ド
、
冷
蔵
庫
、
洗
樹
機
、

掃
除
機
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学

湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

(
屯
話
回
ー
一
一

一一一

)

-
パ
ザ
l
に
ご
協
力
を

東
海
大
学
通
信
工
学
科
で

は
、
今
年
も
留
学
生
の
た
め
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
1
(
日
月
幻

日

・
東
海
大
学
湘
南
校
舎
内
)

を
聞
く
が
、
そ
の
バ
ザ
I
用
品

(
家
庭
電
気
製
品
、
衣
類
、
日

用
雑
貨
、
寝
具、

食
料
品
)
の

提
供
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

提
供
さ
れ
る
方
は
、
日
月
初

日

(
土
)
ま
で
に
、
東
海
大
学

9
号
館
1
階
通
信
事
務
室
(
〒

m
l
U平
塚
市
北
金
目
一

一一

七
・屯
話
回
!
一
一
一
一
一

)へ。

・
ハ
イ
キ
ン
グ
し
よ
う

マ
期
日

日
月
幻
自
(
臼
)
、

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
と
き
は

訪
日
(
日
)
、

以
後
中
止

-
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
1
ス

平
塚
駅

l
湯
河
原

駅
・・
・千
歳
橋
・・・七
尾
峠
・
・
・七
尾

原・・・岩
戸
山・・・
熱
海
駅

i
平
塚

駅マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水

筒
、
交
通
貨

一
千
三
百
六
十
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
電
話
回

l
三
四

O
こ

。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
掲
示
板
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
の

ぺ
1
ジ
。
会
員
募
集
、

イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

.••. 

，
 

さ
と
長
岡
市
で
す
。

市

に

住

ん

で

い

ま

し

た

が

、

平

恥

長
岡
と
い
え
ば
、
日
本

一
の
燦
の
七
夕
ま
つ
り
は
有
名
で
し

川

花
火
大
会
で
す
ね
。
八
月
の
長
た
よ
。

一

岡
ま
つ
り
で
は
三
尺
玉
が
長

生

し

か

し

、
一平
塚
と
い
え
ば
、

一

橋
の
上
流
か
ら
上
が
り
、
橋
げ
来
年
か
ら
は
ベ
ル
マ
l
レ
平
塚

一

た
を
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
沌
が
華
麗
の
ホ

1
ム
タ
ウ
ン
と
い
う
イ
メ

一

に
彩
り
ま
す
。
花
火
師
が
こ
の

i
ジ
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
市

一

日
の
た
め
に
と

一
年
間
、
練
り
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
一

に
練
っ
て
作
り
上
げ
た
花
火
の

来
る
で
し
ょ
う
し
、
こ
れ
を
機
一

競
演
は
そ
れ
は
見
事
で
す
ね
。
会
に
、
平
塚
が
何
か
変
わ
る
よ

一

郷
土
料
理
で
は
、
「
の
っ
ぺ
」
う
な
気
が
し
ま
す
。

一

を
紹
介
し
た
い
で
す
ね
。
里
芋

〈
募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

の
と
ろ
み
を
利
用
し
た
煮
物
語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

で
、
に
ん
じ
ん
、
れ
ん
こ
ん
、
ふ
る
さ
と
の
紹
介
、

平
塚
に
住

一

ご
ぼ
う、

と
ん
に
ゃ
く
を
入

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

れ
、
し
よ

う
油
で
煮
込
み
ま
だ
さ
い
。

一

す
。
こ
れ
ぞ
ふ
る
さ
と
の
味
。

。
送
り
先

干
加
平
塚
市
浅
間

一

O
平

塚

に

住

ん

で

の

感

想

町

9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ト

高
校
を
宝
探
す
る
ま
で
長
岡
課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

"
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お I.~(j
母 .画圃固
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ん-ーιの Inl
物 盟副F
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あ
る
お
母
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
物
語
で

す。
「
息
子
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
毛
糸
の
犬
を

い
と
こ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
外

に
出
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
を
頻

繁
に
抱
え
て
持
ち
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
三
歳
の
あ
る
日
、
そ
れ
を
ト

イ
レ
(
く
み
取
り
式
)
の
中
に
落
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
息
子
は
泣
き
続
け
ま
し
た
。

困
っ
た
私
は
、
息
子
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
は
地
下
を
通
っ
て
川
を
流
れ
、

海
に
行
っ
て
、
そ
れ
か
ら

「旅
』
に
出
掛
防

た
の
よ
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
悲
し
む
こ
と

は
な
い
の
よ
、
と
。

そ
の
後
、
小
学
二
年
に
な
っ
た
息
子
は
、

図
工
で

『ウ
ン
チ
の
国
』
を
描
き
ま
し
た
。

私
は
学
校
に
聞
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。
担
任

の
先
生
は
、
そ
の
絵
を
私
に
見
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
お
菓
子
の
国
や
お
花
の
国
の
絵

の
中
に
そ
れ
は
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
息

「川'お紘
μ紘一
J

一

J
危切
Lu'zw

子
が
ウ
ン
チ
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
。
ウ
ン
チ
が
地
底
を
訪
ね
巡
る
梯

子
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
ウ
ン
チ
は
海
に
た
ど
り
若
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
そ
れ
が

『ウ
ン
チ

の
旅
』
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
帰
り
に
、

先
生
か
ら

『ワ
ン
チ
の
本
』
を
貸
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」
。

お
母
さ
ん
は
、
大
切
な
も
の
を
な
く
し
て

し
ま
っ
た
彼
の
悲
し
む
気
持
ち
を
大
事
に
し

て
あ
げ
ま
し
た
。
か
か
え
き
れ
な
い
強
い
悲

し
み
を
お
母
さ
ん
に
受
げ
止
め
て
も
ら
っ
た

体
験
は
、
幼
い
こ
ろ
語
っ
て
も
ら
っ
た

「お

母
さ
ん
の
物
語
』
と
し
て
、
ず
っ
と
彼
の
心

の
中
で
生
き
続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
心
の
中
で

生
き
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
か
つ
て

お
母
さ
ん
に
か
か
え
て
も
ら

っ
た
悲
し
み

を
、
今
度
は
自
分
自
身
で
か
か
え
て
い
く
基

盤
と
し
て
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側

・
屯
括
訪
|
六
O
一
ニ

みんなで楽しく歌うパネルシアターコンサート/

親子&おおω童謡コジ管ート
とき 12月18日(土)

開 演午後 2時30分

ところ 中央 公民 館

【出演者】

行貝ひろみ (ともしぴ音楽企商)

深代利定 ( /1 

現在 「うたのゆうえんちJrうたえ

パンパンJrパネルシアターコンザ

ー ト」を中心に活路中。

※入場監理券は、 12月 1自

ら各公民館で配布

「むをう)おま刷WHJ空き〉献ホ
。申し込み ひらつか天城山荘

※ 申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87-1050
• FAX 0558-87-0557 
・住所 〒410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原1120-1 
. 1泊 2食付き、大人4.050円、 子供3.530円
。問い 合 わ せ 交 流 親 善 謀 (内線597)

X印 満室 A 印早めに申し込みを O印 まだ余裕 がある
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「動物ものまねJ rぞうれっしゃよはし

れ J rクリスマスソングJ rみんなでお;
おうJ等
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国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
を

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
人

間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
だ
受
診
人
数
に
四
十
人
(
先
活

順
)
の
余
裕
が
あ
る
の
で
ご
利

用
を
。

マ
受
診
で
き
る
方

平
塚
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
か
つ

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
で
1
世
帯
1
人。

①

ω歳
以
上
(
昭
和
泊
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方

②
平
成
4
年
4
月
1
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

③
平
成
4
年
度
以
前
の
保
険
税

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
方

マ
受
診
機
関
と
自
己
負
担
額

共
済
病
院

(二
万
三
千
六
百

九
十
円
)
、
市
民
病
院
(
二
万

三
千
五
百
四
十
円
)

マ
申
込
期
限

ロ

月
日
日
(
水
)

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
諮
哲
(
各
地
区
公
民
館
、
ひ

ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
、
保
険

年
金
課
に
あ
る
)
を
保
険
年
金

課
給
付
係
(
内
線
二
四
七
)
ヘ
。

イ
ン
フ
ル
エ

ン

ザ
の
予
防
接
種

マ
対
象

3
成
以
上
回
歳
未
満

(
中
学
3
年
在
学
中
も
含
む
)

の
方

痴
ほ
う
の
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
老
人
性

痴
ほ
う
疾
患
相
談
会
を
開
く
。

マ
日
時

日
月
M
臼
(
水
)
午

はがきに赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1蔵米満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1 日掲載分は 1 日~15日締め切り 、

15日掲載分は16臼~月末締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲蹴します。今回は17人応募。

会送り先 〒 254平塚市浅削町 9- 1 

平塚市広報広聴謀 「赤ちゃんの

ステージJ係

後
1
時
却
分
3
3時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
け
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

1
0
一一ニ

O
)

F 晶『

女

全

マ
料
金
無
料

マ
接
種
方
法

開
業
医
、
病
院

で
2
月
初
日
(
月
)
ま
で
に
、

4
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種
。

接
種
目
は
医
師
と
相
談
を
。

マ
持
参
す
る
物
保
険
証
、
母

子
手
帳
(
就
学
前
の
幼
児
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
臼
時

日
月
初
日

(金
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

sm

時
却
分

・
妊
婦
以
外
の
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
5
2時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方心

の
健
康
相
談

マ
日
程
日
月
口
日
(
水
)
、

M
日
(
水
)
午
後

1
時
初
分

3
3時
初
分

マ
会
場
平
爆
保
健
所

検
診
と
歯
み
が
き
練

マ
内
容

習マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳

(
妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑

|
O
一
三

O
)

予
約
制

大
腸
が
ん
予
防
教
室

マ
日
時
、
内
容
等

・
日
月
刊
日
(
金
)
大
腸
が
ん

検
診
の
意
義
と
受
け
方

-
U
月
初
日
(
金
)
大
腸
が
ん

予
防
の
食
事

・
生
活
指
導

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

初
分

1
3時

マ
会
場
横
内
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
部

(内
線
二
五
九
)

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

|
O
一
三

O
)

予
約
制

ろ
う
か
。

点
検
項
目
を
あ
げ

て
み
る
と
、
①
常
に

整
理
整
と
ん
を
心
掛

付
て
い
る
か
②
つ

ま
づ
き
や
す
い
段
差

を
な
く
す
工
夫
が
し

で
あ
る
か
③
マ
ッ

ト
類
の
固
定
や
、
浴
室
等
の
滑
り
止
め
は
で

き
て
い
る
か
④
明
る
さ
は
十
分
か
⑤
体

が
不
安
定
に
な
る
所
(
階
段
や
脱
衣
所
な

ど
)
に
手
す
り
は
あ
る
か
⑥
物
の
置
く
位

白
は
決
ま
っ
て
い
る
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

見
直
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
は
高
齢
者
本
人

の
自
党
が
第

一
と
な
る
が
、
周
囲
の
人
々
が

配
慮
し
て
あ
げ
、
快
適
な
日
常
生
活
を
送
っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

(

健

康

課

)

第17回ひらつか民俗芸能まつり

一Dお
り
陪
め
-Z

高
齢
者
が
安
心
し
一
路

「

J
F恥
川
、

て

生

活

す

る

た

め

の

仔

怪

凋

ω矧
制
川
附
岬
盟

、

安
全
な
住
ま
い
を
、

フ

一

ヘ
~
一
九

州

出

f

考
え
て
み
る
こ
と
に
一
ん

な
一

/

り

&

M

H

I

し
よ
う
。

逼

，

、

ι
肺

λ
v
g

高
齢
者
は
老
化
に

f

l

l

a

伴
い
、
平
衡
機
能
の
衰
え
、
筋
力
・
視
力

・

聴
力
の
低
下
、
反
応
の
鈍
化
な
ど
の
変
化
が

起
こ
り
、
転
倒
の
危
険
性
が
増
え
る
。
寝
た

き
り
に
な
る
原
因
は
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
が

一
番
多
く
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
転

倒
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

自
分
の
家
庭
と
い
え
ど
も
、
危
険
な
場
所

は
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
玄
関
、
廊
下
、

居
間
、
階
段
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
寝
室
な

ど
、
一
部
屋
ず
つ
点
検
し
て
み
て
は
ど
う
だ

岡本総バリトンリサイヲル

社会教育牒(内線528)

開催日 11月28日(日)

会場中央公民館ホール
・第 1部 午 前10時 30分開演

・第 2部 午 後 1時30分 1/

-出演
⑨相模人形芝居前鳥座

-泊目①「序 三 番安」②「御所桜堀川夜

肘 ー弁 慶 上 使 之 段 」 ③ 「 増 補生写朝 顔 話一.

宿屋之段から大井川之段まで」

⑨ 県立高浜高等学校(文楽の部)

・前回 ①「序三番安」②「傾城阿波之鳴門」

⑨湘南座

・演目 ①「蜜坂鐙験記ー沢市内之段J・問い合わせ

岡本勝プロフィール
芸大声楽科、ウィーン国立アカデミ

一声楽科、リード ・オラトリオ科
卒鎌後ヨーロッパで活縦中.

12月 1 日 (フ~)午後 6 時開場

中央公民館ホール

ピアノ深沢亮子

-曲目 イタリア歌曲・我が心の魂、太陽の光の
ごとく シューベル ト歌曲・セレナーデ、警提
樹ほか

・入場料 金席2，000円、小・中・高校生 1，000円
(小・中・高校生は市民センターのみ発売)

-前売り 市民センタ一、ヤンレイレコード、
稲元屋楽器l苫、サクラ密I苫本庄、チケットび
あ(長崎屋 4階)、花水徳1苫ほか

・電話予約市民センター(句話32-2235)

J'¥リトン岡本勝

日時

会場き

出演者
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-
暮
ら
し
の
勉
強
会
に

市
で
は
、
交
際
費
、
冠
婚
葬
祭

費
に
つ
い
て
考
え
る
芥
ら
し
の
勉

強
会
を
聞
く。

マ
日
時
ロ
月
2
U
(木
)
午
前

日
時
3
ロ
時

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階
ひ
ら
つ

か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
第
2
会
議
室

マ
講
師
生
前
評
論
家
金
谷
千

郁
子
さ
ん

マ
内
然
科
ら
し
と
冠
州
制
作
祭

第 515望号

マ
定
員
百
五
十
人
(
先
哲
順
)

申
し
込
み
は
、
電
話
で
地
域
づ

く
り
醜
(
内
線
二
六
三
)
へ
。

な
お、

2
歳
以
上
の
子
供
の
保

育
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
お
申
し
出
を
。

-
明
る
い
選
挙
標
語
を

平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
、
通
学
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立

つ
標
悟
を
必
鍛
し
て
い
る
。

応
必
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
標
語
を
記
入
の
う
え
、

ロ
月
初
日
(
月
)
ま
で
に
同
協
議

会
(
〒
加
平
塚
市
浅
間
町
9
1
1
)

へ。
詳
し
く
は
、
巡
挙
管
理
委
口
会

事
務
局
(
内
線
四
九
四
)
に
お
尋

ね
を
。

A
V
年
末
調
整
の
説
明
会

源
泉
徴
収
戦
務
符
等
を
対
象
に

平
成
5
年
分
年
末
調
整
の
仕
方
、

調
腎
の
脅
き
方
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
が
開
か
れ
る
。

マ
リ
時

日
ハ
同
日

(・
ボ
)
午
前

9
時
加
分
ー
は
時
、
午
後
1
時
却

分

3
4
時

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
原
税
務
署

(
電
話
詑
|
一
回
O
O
)

-
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平岡部
E
M
ク
ラ
ブ
で
は
、
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
開
成
沖

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
く。

マ
臼
時

日
月
犯
臼
(
口
)
午
後

1
時

5
4時

マ
会
場
河
川
軒
小
学
校
体
行
館

マ
内
容
①
♂
例
発
荻
岐
阜
県

可
児
市
環
境
課
長
浅
野
満
氏
ほ

か
②
講
演
「
E
M
(有
効
微
生

物
群
)
に
よ
る
環
境
浄
化
に
つ
い

て
」
琉
球
大
学
院
学
部
教
授
比

掛
照
夫
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
部
境
衛
企
業

務
課
業
務
係
(
内
線
五
一
二
O
)

-パ1
ト
相
談
会
開
く

川
市
湘
市
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ハ
l
ト
タ
イ

マ
ー
を
U

服
用
し
て
い
る
方
を
対
象

に
し
た
パ
1
ト
な
ん
で
も
相
談
会

を
聞
く
。

マ
川
時

リ
ハ
げ
け
(
水
)
午
前

川
時
1
午
後
4
時

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
内
科

パ

l
ト
の
税
令
、
社
会

保
険
、
労
働
問
姐
な
ど

マ
相
談
機
関
税
務
署
、
社
会
保

険
事
務
所
、
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ

マ
川
い
合
わ
せ
先
肋
労
会
館

(・U
日

n
l
一
二
三
瓦
究
)

-
住
宅
需
要
実
態
調
査

辿
校
行
で
は
、
は
川
I
川
(
水
)、

全
国
一
斉
に
平
成
5
年
住
宅
需

要
実
態
調
査
を
行
う
。

市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
住
宅

建
設
、
住
み
蹴
百
え
実
態
等
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
の
澗
古
川
を

日
川
M
H
(水
)
か
ら
は
ハ
7
H

(
火
)
ま
で
行
う
。
澗
士
口
円
H
が
対

象
の
家
山
胞
を
お
何
い
す
る
の
で
ご

協
力
を
。

持
し
く
は
、
辿
築
課
(
内
線
四

六
問
)
に
お
付
ね
を
。

av生
活
学
校
大
会
開
く

一
千
塚
市
生
前
学
校
迎
絡
会
で

は
、
地
球
関
境
と
私
た
ち
の
必
ら

し
を
テ
l
マ
に
、
平
塚
市
小
古
川
学

校
大
会
を
聞
く
。

マ
円
昨
日
川
お
日
(
木
)
午
後

-
時
1
、
入
場
自
由

マ
会
場

M
N
ピ
ル
日
附
ひ
ら
つ

か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
第
2
会
議
箆

マ
内
容
①
事
例
発
表
「
飲
料
水

に
つ
い
て
」
神
田
生
前
学
校

②
初
出
「
み
ど
り
の
巾
で
小
し
き
物

と
共
に
」
県
立
自
然
保
泌
セ
ン
タ

ー
所
長
赤
制
尚
夫
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

(内
線
五
二
四
)

-
人
と
仕
事
の
相
談
会

平
塚
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

就
職
希
盟
者
に
面
接
の
機
会
を
設

け
、
就
職
を
紹
介
す
る
求
人
選
考

会
を
聞
く。

マ
円
時
日
月
げ
日

(水
)
午
後

l
時

1
4時

マ
会
場

駅

ピ

ル

6
階
ラ
ス
カ
ホ

1
レ

マ
内
容
求
人
企
業
と
の
而
桜
、

求
人
間
報
の
拠
供
、
職
業
相
談

・

紹
介
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
公
共
職

業
安
定
所
(
な
話
M
1八
六
O
九
)

。
エ
イ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
塚
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
刷
く
。

〉
H
昨

日
バ
m
H
(火
)
午
後

ー

u
r
O〉
i
l
uf

!
iu"

。ddノ
4

4
U
H

〉
会
場

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

(
手
話
通
訳
あ
り
)

V
内
政
什
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
考
え

るV
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
村
瀬
谷

樹
氏
(
フ
リ
l
ラ
可
タ
l
)

マ
ハ
ネ
リ
ス
ト

今
井
通
子
さ
ん

(
医
師

・
登
山
家
)
、
荻
原
通
氏

(
平
塚
市
民
病
院
内
科
部
H
M
)

、

野
別
和
子
さ
ん
(
日
I
V
と
人

権

・
日
川
誠
セ
ン
タ
ー
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

一千
原
保
健
所

(
泣
話
泣
l
O
一
三
O
)

A
V
早
め
に
登
記
申
請
を

法
務
向
平
塚
出
張
所
の
年
末
の

登
記
事
務
取
り
扱
い
は
ロ
月
出
品
目

(
火
)
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
年

末
は
登
記
必
件
が
急
増
し
相
当
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
笠
記

事
項
証
明
出
、
登
記
事
項
市民
約
円

お
よ
び
印
鑑
証
明
等
の
詰
求
は
早

め
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ご
協
力
を
。

A
V
県
警
の
定
期
演
奏
会

マ
H
時

日
川
U
H

(土
)
午
後

1
時
泊
分
間
場
、

2
時
間
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
1
ル

(
入
場
無
料
)

マ
出
演
以
符
祭
音
楽
隊

マ
演
奏
曲
目

・
第
1
部
交
響
曲
第
9
番

「新

世
界
」
よ
り
第
2
・
第
4
楽
設
、

お
も
ち
ゃ
の
交
響
揃
ほ
か

・
第
2
部

ミ

ュ

ー
ジ
カ
ル

「キ

ヤ
ツ
ツ
」
メ
ド
レ
ー
、
ジ
ャ
ン
グ

ル

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
川
市
符
察
本
部

広
報
課
(
宿
泊
O
内
五
l
一
一

一一

ー
=
二
ニ
)

A
V健

康

講

座

を

開

く

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
老
人

の
宕
護
の
仕
方
と
実
技
を
体
験
で

き
る
健
康
問
座
を
聞
く
。
当
臼
は

迎
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

を
。
参
加
無
料
。

マ
H
程
日
月
口
白
(
水
)
、
ロ

月
刊
日
(
金
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時

1
3時
却
分

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院
3
階

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

円

v
講
師
済
生
会
平
塚
病
院
総
姉

ゆ

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
ゆ

4
T
1
1
1
4
1
1
1
4
1
1
1
4
1M
1
寸
J
H
1寸
l
刈
U2

4

い
一
あ
一

ζ
主

十
一ν
一
尚
一
村

LT

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
十

一
円
、
平
塚
食
裳
連
合

・
コ

吋

川

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
ジ
マ
企
画

・
武
井
新
太
郎

・
万

一門

+

に

使

わ

れ

る

。

城

田

正

音

楽

院

各

十

万

円

、

+

+

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
長
谷
川
京
子

・
成
田
口
寸
大
神

4

4

叩
協
議
会
(
世
間
ね
|
二
三
三

栄
恩
幼
稚
園
父
母
の
会
各
一

川

ヤ

一
一
)
へ
。
(
敬
称
略
)
万
円
、

警

護

-
一ニ
水
会

制

ゆ

マ
社
会
福
祉
基
金

へ

・

花
水
各
五
千
円
、
匿
名
(
四
件
)

咋

寸

南
部
長
好
会

一
万
三
千
三
百
一

万
五
千
八
百
九
十
一
円

ベ

一七
十
六
円
、
丙
梅
山
商
底
街
振
マ
児
童
福
祉
へ

・
匿
名

一
一h

LT

興
組
合
一
万
一
千
二
百
十

五

千

円

i
T

4
円
、
福
祉
芸
能
の
集
い
実
行
委
マ
社
会
福
祉
へ

・
磯
崎
師
夫

吋

村

民
会
十
九
万
五
千
七
百
八
十
二
千
円

一引

+

九
円
、
て
ん
と
う
虫
二
千
マ
突
通
遺
児
へ

・
第
百
生
命

+

ゆ

円
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
平
塚
エ
場
従
保
険
相
互
会
社
一
万

一
千

叫

す

只
一
同
四
士
一
一
万
四
千
五
円
、
県
自
転
車
商
協
同
組
合

村

上申

百
六
十
八
円
、
=
一
留
美
子
三
五
十
八
万
六
千
円
、
富
士
興
産

+

ゆ

万
円
、
福
祉
一
脱
会
場
募
金
箱
ニ
ュ
l
平
塚

三
万
二
千
八
百

咋

川

一
万
一
千
百
三
十
一
円
、
叩
歳
円
、
泉
栄
一
一
千
円

一門

+

宕
い
グ
ル
ー
プ
三
千
六
百
六
マ
北
海
道
南
西
沖
地
震
災
害
地

+

や

十
円
、

J
A
湘
南
神
田
支
所
地

へ

(
八
十
二
件
)
八
百
七
十
i
T

H
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
八
万
六
千
四
百
七
十
二
円

同

+

会
六
万
二
千
三
十
円
、
五
領
マ
鹿
児
島
叢
雨
災
害
地
へ

(十

+

や

ヶ
台
高
校
P
T
A

一
万
二
千

件

)

八

万

二
千
三
宵
五
十
円

+

川

七
百
二
十
七
円
、
ご
み
滅
危
化
マ
璽
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
地
へ
同

+

婦
人
の
会

二
万
八
千
四
百
ニ

(
四
件
)
七
十
九
万
七
千
円

+

仲

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γU1

長

高

橋

昭

子

さ

ん

興

財

団

(

平

縁

球

場

内

・
世
話
お

マ
内
容
老
人
の
家
庭
ね
滋
に
つ

1
0
一
O
一一
)
へ
。
(
敬
称
時
)

い

て

マ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
・

平

マ
問
い
合
わ
せ
先
済
企
喜
平
塚

体
振
親
睦
会
会
茄
者
一
同
一
万

病
院
(
屯
話
お
|
O
克
二
O
)
二
千
六
百
四
十
円
、
松
原
地
区
レ

A
V園

芸

教

室

を

開

く

ク

実
行
委
員
会
一
万
九
千
百
ト

マ
H
時

ロ
川
3
H
(金
)
午
前
八
円
、
テ
ニ
ス
協
会

二
万
七
千

9
時
却
分
3
日

時

叩

分

五

十

八

円

、

中

原

地

区

レ

ク

実

行

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)
委
員
会
一
万
円

マ
部
師
岡
芸
相
談
只
井
上
市

郎
氏

V
内
容
川
町
樹
の
務
校
と
せ
ん
定

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
開
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー

(
屯
話
お
l
O
五

九
三
)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
作掛
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
訓
叩
句
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
娠

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
同
体
の

助
成
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
同

課
み
ど
り
借
地
進
係
(内
線
四
二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ

・
口
栄
製
紙

一
万
円
、
フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

問
者

一
同
九
万
六
千
円
、
木
も

れ
附
四
千
十
三
円
、
円
徳
控
工

二
十
万
円
、
平
塚
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ

竹
瑚
組
合
五
千
円
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